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(4)成 果の概要

有機ゲルマニウム化合物には免疫賦活性などの得意な生理作用を示す ものがある。

しか し、それ らの活性が構造 とどのように相関しているかについては、まだほ とん ど

分かっていない。その理由の一つは、知られている有機ゲルマニウム化合物の数が少

な く、また、ゲルマニウム化合物 と気質との相互作用の本性が不明だか らである.

我 々は最近、ひも状構造(A)を持ち、ホス トとして有望 と考 えられる有機化合物を合

成紙、その構造を検討 したところ、予期 したようなひも状構造ではなく、ゲルマニウ

ム原子が5価 となった、いわゆる高配位構造(B)を とっていることを確認 した.

この種の高配位構造は、有機ゲルマニウム化合物の生理作用の発言に重要な意味 を

持つ もの と考えられ、今後さらに検討を続ける予定である。
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(5)予 算の執行

本研究の鍵 とな る有機 ゲルマニ ウム化合物の原料となるテ トラクロロゲルマンを

30万 円購入 し、その他に6万 円程度のカラーブ リンターを購入 した.後 は消耗品で

ある。
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